


















実施スケジュール

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4

企画委員会

取 組 ①
取 組 ②
取 組 ③
取 組 ④
取 組 ⑤

：事業年度中に３回開催済み。
取り組みの事前事後に意⾒を諮問する。

：6⽉から募集、7〜2⽉で全国で養成ワークショップを順次実施。
：6⽉以降から順次派遣を開始。
：6⽉に体制構築を図り、7⽉以降は順次運営。
：7⽉後半に1回⽬の配信を開始し、以後2週間に1回の頻度で配信。
：7⽉から映画撮影を⾏い、10⽉末に完成。

11⽉10⽇完成披露試写会実施。以降、配信・イベントを⾏う。

概要

介護の⽇

11⽉11⽇の介護の⽇に合わせ、各種コンテンツの公開タイミングを合わせて
いき、⼀体感を持った介護の魅⼒発信に繋げていった。

独⾃提案「KAiGO PRiDE DAY」／「International KAiGO Festival」

介護の魅⼒発信の新たな機会創出を⽬的に、2⽉22⽇を「KAiGO PRiDE 
DAY」として記念⽇登録している。毎年、現役介護職が情報発信を⾏う主催
イベント「KAiGO PRiDE WEEK」を開催している。さらに、今年は東京ビ
ッグサイトで開催された⽇本最⼤級の介護イベントCARE SHOW JAPANの
中で「International KAiGO Festival」を主催し、映画上映及びトークショ
ーをはじめ、情報発信や交流の機会を創出した。
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実施体制・企画委員会

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4

7名

企画委員会

厚⽣労働省
社会・援護局福祉基盤課
福祉⼈材確保対策室

事業管轄

事業者関連系
・他事業者

アンバサダー全国
既存365名

（今年度新規178名）

委託 映像撮影補助

委託
Webサイト
制作・運⽤

委託 ⼀部事務局機能

意⾒諮問

委託

管理・運営連携

実施主体

統括責任者：マンジョット・ベディ
介護分野エキスパート：⽯本淳也
業務管理者：⼩⼝貴幸（メイン窓⼝）
事務局⻑：橘⽥純⼀

⼀般社団法⼈KAIGO PRiDE
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⽥尻亨⽒（企画委員⻑）
全国ホームヘルパー協議会 会⻑
熊本県ホームヘルパー協議会 会⻑

グスタフストランデル⽒
武蔵野⼤学
ウェルビーイング学部教授

深澤博⽒
株式会社⽇本経済社
執⾏役員
ストラテジックソリューション担当補佐

駒井⼀郎⽒
イオンリテール株式会社
経営企画本部 MySCUE事業部 事業部⻑
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構成委員会プロフィール（有識者）

訪問介護の専⾨家 Well-beingの専⾨家

ビジネス・広告の専⾨家 イベント・集客の専⾨家



















































































体制
整備

課題

実施内容

実施の
⽬的

特徴

アウトカム
接続

本施策では、個⼈単位の発信から「チームとしての発信」へと転換する設計とした。
コミュニティ内での相互作⽤により、発信のハードルを下げるとともに、⾃発的な活動が⽣まれる環境を構築した。

取り組み③ アンバサダーのコミュニティ形成

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4

アンバサダー間で発信意欲や活動量にばらつきがあり、個⼈での発信に不安を感じる層も存在していた。
その結果、発信が継続せず、単発的な取り組みに留まるケースが⾒られた。

● アンバサダー同⼠のつながりを強化し、発信の継続性を⾼める
● ⾃発的な発信活動が⽣まれる環境を構築する
● 地域単位での発信体制を確⽴する

02

54

本取組により、アウトカム②③（関⼼の深化・⾏動の促進）に寄与した。

アンバサダー同⼠が交流・連携できるコミュニティを形成し、継続的な発信活動を⽀える基盤を整備した。
● 全国7地域でのチャプター形成
● チャプターリーダーの配置
● 定期的な情報共有・交流機会の創出
● 地域およびチャプター間の連携促進

当初は北海道、東北、関東、中部、関⻄、中国四国、九州・沖縄の7チャプター体制を想定していたが本年度の研修会を契機に
北陸エリアでの広がりが⾒られたことから、中部チャプターを「北陸・甲信越」と「東海」に再編した。これにより北海道、
東北、関東、北陸・甲信越、東海、関⻄、中国四国、九州・沖縄の8チャプターによる地域コミュニティ体制を構築した。





取り組み③ アンバサダーのコミュニティ形成

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4

02

56

KAiGO PRiDEアンバサダーのチャプター分布

北海道チャプター 38名

東北チャプター 111名
（⻘森県 3、岩⼿県 4、宮城県 7、秋⽥県 4、⼭形県 55、福島県 38）

関東チャプター 81名
（東京都 57、神奈川県 10、茨城県 2、栃⽊県 1、群⾺県 3、埼⽟県 1、千葉県 7）

北陸・甲信越チャプター 56名
（新潟県 23、富⼭県 28、⽯川県 2、⼭梨県 1、⻑野県 2）

東海チャプター 37名
（岐⾩県 6、静岡県 9、愛知県 10、三重県 12）

関⻄チャプター 73名
（滋賀県 5、京都府 5、⼤阪府 35、兵庫県 18、奈良県 8、和歌⼭県 2）

中国四国チャプター 49名
（⿃取県 5、岡⼭県 11、広島県 13、⼭⼝県 1、徳島県 3、⾹川県 14、愛媛県 2）

九州・沖縄チャプター 93名
（福岡県 14、佐賀県 3、⻑崎県 12、熊本県 56、⼤分県 4、宮崎県 3、沖縄県 1）

地域ごとの連携を促進するため、
全国を8つのチャプターに分けて活動している。※ ⾊ 付 き の 都 道 府 県 は

ア ン バ サ ダ ー が
在 籍 し て い る こ と を ⽰ す 。













































































取り組み⑤ショートムービー制作／PR広報配信結果サマリー

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4
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本施策は、介護をテーマとした広報活動の初動として、
メディアとの関係構築および継続的な発信基盤の形成に実現した。

本施策では、映画「もう⼀歩」を起点とした広報活動を展開し、試写会を起点に段階的な情報発信を実施した。

11⽉10⽇に完成披露試写会をユナイテッドシネマ豊洲にて実施
本試写会ではメディア関係者への誘致を⾏い、
映画の公開に先駆けて情報接点を創出した。

※本試写会⾃体は本事業の対象外として実施した、
映画の認知拡⼤および発信効果の最⼤化を⽬的とした⾃主施策

▮成果
● 複数のWebメディアでの記事掲載を通じ、広範な情報露出を実現
● 広告換算：約3,600万円規模のメディア露出を創出
● 専⾨メディアを中⼼に⾼い関⼼・共感を獲得し、テーマの有効性を確認
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（長尺動画 10分以上の業界平均：1～3%）









まとめ（総評）

Chapter  1 Chapter 2 Chapter 3 Chapter 4

04

124

取り組み④：オンライントークプラットフォーム（双⽅向の対話と共感の場）

全国各地のアンバサダーによる対談ライブを15回配信。ライブ視聴者1,396⼈、アーカイブ視聴2,478回を記録
・他事業者（社会福祉HERO'S等）との連携配信も実現
・視聴者からは「共感した」「⾃分も頑張りたい」といったポジティブなコメントが1回平均10件以上寄せられ、介護職の
リアルな想いを共有する場として機能しました

実績

成果

取り組み④：ショートムービー制作（感情に訴える⼤規模アウトリーチ）
・映画「もう⼀歩」を制作し、YouTubeでの動画広告配信等により128万回以上の再⽣を記録（⽬標10万回）
・商業施設等での上映会・⾃主上映会を通じて延べ1,500⼈以上が視聴
・⻑尺（23分）ながら9%という驚異的なフル視聴維持率を記録
・楽天グループの調査では、視聴後の「介護職への理解度」が41.6pt、「就業意向」が17.0pt向上
・上映会アンケートでも96.0%が「仕事の価値や必要性を感じた」と回答しており、⾒た⼈の価値観を⼤きく変容させる⼤成功を収めました

実績

成果

取り組み③：アンバサダーコミュニティの形成（⾃発的・継続的な情報基盤）

全国に8つの地域チャプターを設置（⽬標7地域）し、36名のリーダー層を中⼼に活動を展開

コミュニティへの参加により、73.8%が「活動参加への安⼼感が向上」したと回答
さらに、93.3%が「新たに広報活動が発⽣した」と回答しており、地域主体の⾃発的なアクションを⽣み出す強⼒な基盤となりました

実績

成果








